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素直な心で
ともに成長・発展 We Serve

岩国錦ライオンズクラブ会報
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地区アクティビティスローガン

「光と愛を」
ライオンズの誓い

ライオンズ（LIONS）の意味
Liberty

Intelligence

Our

Nation’s

Safety

自由と

知性は

われら

国民の

安　全

われわれは知性を高め、

友愛と「相互理解の精神」を養い、

平和と自由を守り、

社会奉仕に精進する。

社会人の誰もが
勇気と威厳の象
徴であるライオン
となってライオンズ
（複数）クラブを
作り、個人として
遂行するよりもク
ラブ組織によって
一層奉仕活動の
実を上げようとす
るものである。

We ServeWe Serve ～われわれは奉仕する～～われわれは奉仕する～会員増強・維持会員増強・維持
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幹　事 Ｌ 嶽　野　克　己
幹事として幹事として

　岩国錦ライオンズクラブに入会して早いもので8年半が過ぎました。
　今年度、ライオン佐伯に指名していただき、幹事をさせていただく事になりました。
先輩方を手本としながら、自分のカラーも出せていけたらと思っています。
　コロナ過も落ち着き、今年度からは止まっていた行事も復活します。各担当の方々
と知恵を出し合いながら、行事を成功させていきたいと思います。
　岩国錦ライオンズクラブは最近新しい会員の方が増えました。数は増えましたが新

しい会員の方が行事に参加する事が少ないような気がします。自分達が積極的に声掛けして、引っ張って
いかなければいけないと思っています。
　色々勉強して先輩方の意見も参考にしながら、楽しい会になるようにしていきたいと思います。人が集
まればその数だけそれぞれの思いがあります。
　できるだけ多くの人の思いをくみ取れる会をめざし、努力してまいりますので、ご協力の程宜しくお願
い致します。

第75号　令和5年10月5日

2

　
皆
様
の
お
か

げ
を
持
ち
ま
し

て
、
こ
の
度
、

岩
国
錦
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
第

62
代
会
長
に
就

任
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。
至
ら
な
い
点
も
多
い
と

思
い
ま
す
が
、
先
輩
方
が
作
り
上
げ
た
伝
統
、

実
績
、
長
い
歴
史
で
の
中
継
ぎ
が
出
来
る
よ

う
1
年
間
精
一
杯
頑
張
る
所
存
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
が
5
類
に
引
き

下
げ
ら
れ
て
、
よ
う
や
く
制
限
の
な
い
奉
仕

活
動
が
出
来
る
様
に
な
り
ま
し
た
。「
社
会

奉
仕
の
精
神
」
を
基
に
会
員
同
士
一
致
団
結

し
「
W
e
　
S
e
r
v
e
」
を
モ
ッ
ト
ー
と

し
各
事
業
を
展
開
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　
本
年
度
の
会
長
テ
ー
マ
は
「
素
直
な
心
で

と
も
に
成
長
、
発
展
」
と
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
人
に
と
っ
て
一
番
大
切
な
の
は
心
だ
と

思
い
ま
す
。
損
得
勘
定
な
し
の
奉
仕
活
動
を

し
て
い
く
上
で
、
素
直
な
心
、
豊
か
な
心
を

持
つ
と
言
う
事
は
本
当
に
大
切
な
こ
と
で

す
。

　
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
活
動
を
よ
り
一
層
意

義
の
あ
る
も
の
に
す
る
為
に
は
ま
ず
は
会
員

同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
事
で

就
任
の
ご
挨
拶

就
任
の
ご
挨
拶

会

　長

Ｌ  

佐
　
伯
　
和
　
哉

す
。
会
員
満
足
度
を
上
げ
る
、
年
齢
も
上
下

関
係
も
意
識
す
る
こ
と
な
く
、
明
る
く
、
楽

し
く
、
話
し
や
す
く
、
冗
談
も
言
い
合
え
る
、

そ
の
上
で
メ
ン
バ
ー
各
自
が
ク
ラ
ブ
内
ポ
ジ

シ
ョ
ン
で
持
つ
役
割
分
担
を
果
た
せ
る
、
と

も
に
歩
ん
で
い
け
る
自
由
な
ク
ラ
ブ
作
り
を

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
奉
仕
人
口
の
拡
大
は
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

に
と
っ
て
最
大
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
だ
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
の
減
少
で
活
動

縮
小
を
悩
む
ク
ラ
ブ
が
増
え
る
一
方
、
存
続

が
危
ぶ
ま
れ
る
ク
ラ
ブ
も
多
い
と
聞
い
て
い

ま
す
。
会
員
増
強
が
日
本
の
み
な
ら
ず
世
界

的
な
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
幸
い
岩
国
錦
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
こ

の
数
年
で
多
く
の
若
い
優
秀
な
メ
ン
バ
ー
が

入
会
さ
れ
て
会
員
数
も
増
え
て
い
ま
す
。
人

が
人
で
磨
か
れ
る
団
体
で
す
。
会
員
相
互
で

切
磋
琢
磨
し
て
地
域
社
会
へ
の
奉
仕
活
動
の

輪
を
広
げ
て
前
進
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
。
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Ｌ 東　南　一　美保健福祉委員長

YCE国際関係委員長

保健福祉・献血保健福祉・献血

YCE国際関係委員長としてYCE国際関係委員長として

　この度、YCE国際関係委員長を仰せつかりました 岩崎慶一郎です。
　YCE国際関係委員会では、ホームステイの受入れと派遣、チャリティーバザーを
担当しています。
　コロナウイルスで中止延期が続いていたYCE事業が、冬季より派遣・受入れ再開
します。
　YCEプログラムにおいてホストファミリーになるということは、対話や文化活動、

日常生活の体験を通じてお互いの文化を共有出来る、実りある経験となるに違いないと思いますので、是
非宜しくお願いします。
　またチャリティーバザーが開催されましたらご協力お願い
します。
　まだコロナウィルスと共存する状況ですが、「We Serve」
の精神で委員長の職を務めさせていただきますので宜しくお
願いします。

　本年度、保健福祉委員長をさせて頂いております東南一美です。宜しくお願い致し
ます。
　保健とは、健康を守り保つ事、健康とは、肉体的、精神的及び社会的に完全に良好
な状態であり、単に疾病又は病弱の存在しない事ではない、とあります。健康の三つ
の定義として、自分の感情に気付いて表現できる事（情緒的健康）、状況に応じて適
切に考え、現実的な問題解決ができる事（知的健康）、他人や社会と建設的でよい関

係を築ける事（社会的健康）を意味しているらしいです。
　又、福祉とは、しあわせ。幸福。生活の安定や充足、
又、人々の幸福で安定した生活を公的に達成しよう
とする事とあります。
　保健福祉はとても幅広く、奥深いものだと感じま
した。
　さて、来たる10月25日水曜日には、３LC 合同献
血があります。献血とは、病気の治療や手術などで
輸血を必要としている患者さんの尊いいのちを救う
ために、健康な人が自らの血液を無償で提供するボ
ランティアですので、何卒、ご協力をお願い致しま
す。

第75号　令和5年10月5日
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Ｌ 田　中　　　優教育委員長

計画委員長

教育委員長として教育委員長として

計画委員長として計画委員長として

　本年度計画委員長を仰せつかりました平野です。
　佐伯会長が何故私の様なものにお声を掛けて頂いたか未だに分かりませんが、岩国
錦ライオンズクラブ例会の企画で、少しでも出席者が増える様な企画を委員会のメン
バーと考えて、楽しく有意義な例会を目指したいと思います。
　私は入会してまだ日が浅く、コロナ禍で1年間を通して活動を経験していない私が、
計画委員長という重責が務まるか不安もありますが、お受けした以上は1年間精一杯

務める覚悟です。
　会長・幹事・役員の皆様のご指導の下、委員会メンバーで「納涼家族例会」「クリスマス例会」を企画し、
多くの家族に参加して頂き、岩国錦ライオンズ
クラブの活動を理解して貰える様な楽しい家族
例会を提案したいと思いますので、ご指導ご鞭
撻のほど何卒宜しくお願い申し上げます。

　今年度教育委員長を拝命させていただくことになり、岩国錦ライオンズクラブでは
年間行事の中でも大変重要なポストであると認識しております。10月26日には元オ
リンピック選手の石川佳純氏をお招きしての第52回岩国市民文化講座が開催されま
す。歴代諸先輩方々が築かれてきた行事を受け継ぎ成功させなければならないと実感
しているところです。
　また、国際平和ポスターは世界各国から優秀な作品が選出され、今年度は36回目

を迎え「夢見る勇気を」テーマに行われます。コロナ禍で失われた様々な事に対して前向きに勇気をもっ
て行動して行こうという意味でも、生徒達の作品
が楽しみです。国際大賞受賞者はアメリカ・ニュー
ヨーク市で行なわれるライオンズ・デー贈呈式に
家族2名とスポンサークラブ会長が無料招待さ
れ、国際大賞には5,000ドルの賞金という夢のあ
るコンテストです。
　最後になりますが、今年度会員皆様のご協力を
賜りながら精進して参りますので何卒よろしくお
願い申し上げます。

Ｌ 平　野　勝　彦
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新　会　員　挨　拶新　会　員　挨　拶

　
岩
国
錦
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
に
入
会
さ
せ
て
も
ら
い
、

1
年
も
し
な
い
う
ち
に
、
還

暦
の
お
祝
い
を
し
て
い
た
だ

き
、
申
し
訳
な
い
よ
う
な
、

少
し
恥
ず
か
し
い
よ
う
な
思

い
で
お
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
還
暦
と
は
、
元
の
暦
に
戻
り
、
赤
子
と
な
っ
て
出
直
す

と
の
こ
と
で
し
た
。
こ
の
60
年
、
出
直
し
た
い
よ
う
な
事

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
50
歳
を
過
ぎ
3
度
の
入
院
を

経
験
し
、
健
康
の
大
切
さ
は
し
み
じ
み
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。

　
誕
生
・
成
人
・
厄
年
・
還
暦
等
、
そ
の
節
目
に
お
い
て
、

喜
ん
で
く
れ
る

方
、
祝
っ
て
く

れ
る
方
、
助
け

て
い
た
だ
く
方

あ
っ
て
の
人
生

だ
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら

も
、
健
康
に
気

を
付
け
少
し
で

も
ラ
イ
オ
ン
ズ

の
力
と
な
れ
る

よ
う
頑
張
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

Ｌ 

二
　
武
　
義
　
輝

　
こ
の
度
、
岩
国
錦
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
入

会
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
株
式
会
社
ス
ク
エ

ア
の
安
本
渉
と
申
し
ま

す
。
入
会
の
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
仕
事
は
不
動
産
業
を
経
営
し
て
お
り
ま
し
て
、
同

業
界
の
尊
敬
す
べ
き
先
輩
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
当
ク

ラ
ブ
へ
の
入
会
を
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
先
輩
会
員
の
皆
様
と
の
ご
縁
を
い
た
だ
け
た
事
に

感
謝
し
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
理
念
で
あ
り
ま
す
奉
仕
の

精
神
を
学
び
、
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
地
域
社
会

に
貢
献
し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
何
事
も
積
極
的
に
活
動
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご

指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

Ｌ 

安
　
本
　
　
　
渉

還
暦
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て

還
暦
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て

　
7
月
に
無
事
還
暦
を
迎
え

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
会

員
の
皆
様
お
祝
い
有
難
う
御

座
い
ま
し
た
。
私
の
今
ま
で

の
人
生
を
振
り
返
っ
て
み
る

と
社
会
に
出
て
か
ら
は
、
仕

事
一
筋
で
家
族
に
も
自
分
自
身
も
、
他
の
人
と
比
べ
て
楽

し
い
時
間
は
少
な
か
っ
た
様
に
思
い
ま
す
。

　
人
前
で
話
し
を
す
る
事
が
苦
手
な
性
格
で
、
ス
ポ
ン

サ
ー
か
ら
何
年
も
前
か
ら
入
会
の
お
誘
い
が
あ
り
ま
し
た

が
な
か
な
か
決
断
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
岩
国
錦
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
へ
入
会
し
て
一
番
感
じ
た
事
は
、
先
輩
方
の

遊
び
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
凄
い
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
60
歳

な
の
で
こ
れ
か
ら
の
人
生
は
諸
先
輩
方
の
生
き
方
を
参
考

に
、
身
体
が
動

く
間
に
残
り
の

人
生
、
悔
い
の

無
い
様
に
全
力

で
遊
び
た
い
と

思
い
ま
す
、
こ

れ
か
ら
も
ど
う

ぞ
ご
指
導
ご
鞭

撻
の
ほ
ど
宜
し

く
お
願
い
致
し

ま
す
。

Ｌ 

平
　
野
　
勝
　
彦

還
暦
を
迎
え

還
暦
を
迎
え
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Ｌ 安　井　智　範環境・公衆安全委員長

社会福祉委員長

環境・公衆安全委員長として環境・公衆安全委員長として

社会福祉委員会の担当事業社会福祉委員会の担当事業

　社会福祉委員会では７月第２例会で委員会タイムを担当させて頂きました。
　急な依頼にも関わらず快く卓話をお引き受け頂いた平木拓宏群指令様、当日は大変
有難うございました。日本を取り巻く安全保障問題や緊迫した世界情勢をタイムリー
にお話しされる方が、ご在籍されていらっしゃることに改めて岩国錦ライオンズクラ
ブの層の厚さを実感しました。
　平木拓宏様、貴重なお話を有難うございました。心より感謝申し上げます。

　　さて、当委員会では少年サッカー大会を担当させて頂きます。12月頃を予定しておりますので、開
催の折には皆様のご協力をお願い致します。

　今期、佐伯会長から環境・公衆安全委員長に任命して頂きました、安井です。
　自分自身初めての委員長を務めますが、知識も経験も浅く至らぬことも多いと思い
ますが、ご指導のほど宜しくお願いします。
　この度の委員会の担いは、秋・春の早朝清掃、秋の交通安全パレード等参加の行事
が続きます。
　長年にわたる奉仕活動は我々クラブの大きな役割の一つであります。皆様のご協力

なしには成功はありません。お忙しい中とは存じますが、事業が近づきましたらご案内させていただきま
す。
　先輩方に習い、できる限りの委員会活動を行っていきます。一生懸命出来ることは頑張っていこうと思っ

ています。
　簡単ではございますが私のご挨拶とさせていただ
きます。
　一年間、宜しくお願いします。

Ｌ 新　沼　淳　志

第75号　令和5年10月5日
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新　会　員　挨　拶新　会　員　挨　拶

　
岩
国
錦
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
に
入
会
さ
せ
て
も
ら
い
、

1
年
も
し
な
い
う
ち
に
、
還

暦
の
お
祝
い
を
し
て
い
た
だ

き
、
申
し
訳
な
い
よ
う
な
、

少
し
恥
ず
か
し
い
よ
う
な
思

い
で
お
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
還
暦
と
は
、
元
の
暦
に
戻
り
、
赤
子
と
な
っ
て
出
直
す

と
の
こ
と
で
し
た
。
こ
の
60
年
、
出
直
し
た
い
よ
う
な
事

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
50
歳
を
過
ぎ
3
度
の
入
院
を

経
験
し
、
健
康
の
大
切
さ
は
し
み
じ
み
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。

　
誕
生
・
成
人
・
厄
年
・
還
暦
等
、
そ
の
節
目
に
お
い
て
、

喜
ん
で
く
れ
る

方
、
祝
っ
て
く

れ
る
方
、
助
け

て
い
た
だ
く
方

あ
っ
て
の
人
生

だ
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら

も
、
健
康
に
気

を
付
け
少
し
で

も
ラ
イ
オ
ン
ズ

の
力
と
な
れ
る

よ
う
頑
張
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

Ｌ 

二
　
武
　
義
　
輝

　
こ
の
度
、
岩
国
錦
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
入

会
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
株
式
会
社
ス
ク
エ

ア
の
安
本
渉
と
申
し
ま

す
。
入
会
の
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
仕
事
は
不
動
産
業
を
経
営
し
て
お
り
ま
し
て
、
同

業
界
の
尊
敬
す
べ
き
先
輩
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
当
ク

ラ
ブ
へ
の
入
会
を
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
先
輩
会
員
の
皆
様
と
の
ご
縁
を
い
た
だ
け
た
事
に

感
謝
し
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
理
念
で
あ
り
ま
す
奉
仕
の

精
神
を
学
び
、
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
地
域
社
会

に
貢
献
し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
何
事
も
積
極
的
に
活
動
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご

指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

Ｌ 

安
　
本
　
　
　
渉

還
暦
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て

還
暦
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て

　
7
月
に
無
事
還
暦
を
迎
え

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
会

員
の
皆
様
お
祝
い
有
難
う
御

座
い
ま
し
た
。
私
の
今
ま
で

の
人
生
を
振
り
返
っ
て
み
る

と
社
会
に
出
て
か
ら
は
、
仕

事
一
筋
で
家
族
に
も
自
分
自
身
も
、
他
の
人
と
比
べ
て
楽

し
い
時
間
は
少
な
か
っ
た
様
に
思
い
ま
す
。

　
人
前
で
話
し
を
す
る
事
が
苦
手
な
性
格
で
、
ス
ポ
ン

サ
ー
か
ら
何
年
も
前
か
ら
入
会
の
お
誘
い
が
あ
り
ま
し
た

が
な
か
な
か
決
断
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
岩
国
錦
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
へ
入
会
し
て
一
番
感
じ
た
事
は
、
先
輩
方
の

遊
び
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
凄
い
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
60
歳

な
の
で
こ
れ
か
ら
の
人
生
は
諸
先
輩
方
の
生
き
方
を
参
考

に
、
身
体
が
動

く
間
に
残
り
の

人
生
、
悔
い
の

無
い
様
に
全
力

で
遊
び
た
い
と

思
い
ま
す
、
こ

れ
か
ら
も
ど
う

ぞ
ご
指
導
ご
鞭

撻
の
ほ
ど
宜
し

く
お
願
い
致
し

ま
す
。

Ｌ 

平
　
野
　
勝
　
彦

還
暦
を
迎
え

還
暦
を
迎
え

第75号　令和5年10月5日
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令和5年10月25日㈬
献   血献   血

●実施会場　岩国総合庁舎

■体重／男女ともに50kg以上
■年齢／男性 17歳～69歳　女性 18歳～69歳
※65歳以上の方の献血については、60～64歳の間に経験が
　ある方に限ります

●受付時間　10：00～16：00
■主催　岩国ライオンズクラブ
　　　　岩国錦ライオンズクラブ
　　　　岩国桜ライオンズクラブ
当日は、食事・睡眠しっかりとってご参加ください。

４００㎖採血基準４００㎖採血基準

会　　　長 L 佐伯　和哉
前　会　長 L 小林　英三
幹　　　事 L 嶽野　克己
会　　　計 L 濱松　竜也

第一副会長 L 岩﨑　和彦
第二副会長 L 松川　　裕
第三副会長 L 梶川　洋志
副　幹　事（事務局長兼） L 渡邊　新吾

財務委員長 L 小林　英三
GLT委員長 L 仲間　信男
計画委員長 L 平野　勝彦

GMT委員長 L 釘本　博文
出席・大会参加委員長 L 山口　秀敏
MC委員長 L 土井　　覚

教育委員長 L 田中　　優
保健福祉委員長 L 東南　一美
環境・公衆安全委員長 L 安井　智範

YCE国際関係委員長 L 岩崎慶一郎
社会福祉委員長 L 新沼　淳志

監査委員長 L 重田　最勝
ライオンズクエスト委員長 L 光貞　正明

姉妹提携委員長 L 山崎徳代士

　今期も、岩国錦ライオンズクラブ会報を、無事に発行できました。皆様ご
多忙の中、ご協力頂きまして、感謝申しあげます。
　次回作成の折もご協力お願いいたします。

■マーケティングコミュニケーション委員会

委 員 長／Ｌ土井　　覚　　副委員長／Ｌ加賀本晃一

委　　員／Ｌ梅本　征史、Ｌ河村健太郎、Ｌ松村　勝也

　　　　　Ｌ藤岡　健吾、Ｌ田村　哲治

＜2023.7～2024.6＞委　員　会　組　織　表

運営委員会

事業委員会

特別委員会

◆
◆
◆
◆

◆
◆
◆
◆

◆
◆
◆

◆
◆
◆

◆
◆
◆

◆
◆

◆
◆

◆

第75号　令和5年10月5日

We ServeWe Serve
～われわれは奉仕する～～われわれは奉仕する～

会員増強・維持会員増強・維持 編 集 後 記

会　場

岩国市民文化会館大ホール
受講料 1,000円

元卓球女子日本代表[全農所属]
第52回岩国市民文化講座第52回岩国市民文化講座
岩国錦ライオンズクラブ岩国錦ライオンズクラブ

石川佳純

1010
20232023 2626
16：45 ▶ 18：45（開場16：00）16：45 ▶ 18：45（開場16：00）

講 演 会

月 日
木

演　題

私の卓球人生を
　　　支えたもの
私の卓球人生を
　　　支えたもの

手話通訳・要約筆記あり

主催／岩国錦ライオンズクラブ
共催／岩国市教育委員会
後援／（一財）岩国市体育協会
　　　岩国卓球協会入場無料 入場には受講券が必要です


